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更の 北

道しそ日 海

、のか 道

同関ら

路
告

条係２

法
示

第図週 第

和２面間

昭
項は、

の、一 号

規北般

年

道 公 報

字

１２３

道路道区余

路路市地都

の線の郡先

類名域井ら番

種区赤か

余字郡ま

村市先

川余地

道

第

更の 北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

和２面間２

昭
項は、月

の、一８ 号

規北般日

年

号

月 道張

八 新

日

変後

線間

得

金

前別
更の

曜

日

に道縦

律定海の

法

地
敷

よ建覧

第
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路

後供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

始び
す北 の

８川

赤丘井

道市旭赤で

前前

変後

線
川間番村

井

敷
前別

更の
地

覧

第に道縦

律定海の

法
よ建
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

前後

す北 の
始び

長

事
知
道延

海
北

員
幅

の る海 規

国重

堀

。道 定

土 り

らで川 よ

かま旭 に

現 道

木 、

業 路

所 の

に 区

備 域

い の

置 次

え を

の
員らでらで

かまかま 幅
延

に
。道 定

る海 規

国重
長

道

木海 、

土北 り

樽 よ

小
に 区

所事 の

業知 路

現道

い の

置 次

え を

備堀 域

らでらで

かまかま

事
の間

也と区
等複

達道

北

都は

３

海

、平 道

完成

市 開

十計 発

了 勝画 許

し年 支

た２

法 可

庁 年

。月 告

２

変示
告 り

、 お

て と

月

、平開れ開所

都は
事１

許び

計完成発る発及

市

区地 画了

のを名

法し年域域可氏

た２又

と区
等複
道

。月は名受

の間

北 １２３

道
海

開れ開所開

上 発る発及発

川 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

り

、 お

て達 と

は名受月

事

変示
告也

北

都は 海

、平 道

完成

市 理で

上 署計
了 川画
し年 支法
た２ 林庁

。月 班告

先国

川 払地冠

勇上班占

森 冠ら林

部 占か有

南 郡

８

昭 村勇上

示

日

和 日

第 及

３年 び

号

第
律 号

法 番
平

）

成号

年第

８

区た

和８工称け

昭

月条

日

第
律ま住

法含の

年に者

上上下
長 第

郡郡町 ）

川川川 号

下下

川川

町町安 条
示 工称け日

第 区た及

７ に者び

号

名旭旭平

ま住号

含の番

寄川川成

市市ト
ッ月

徳居ペ９

字神ヨ年

８ り

昭

田８

示

日 小

和
第

班６

地

年
号 支

第 ま

律 先

法
号 庁

第

後）

理 占郡南

管 字払川

林

条

国冠森 署 冠占部

有村林

第

前
林林字管

定

建海 規

上北 の
項

日１

勝 よ

第十 に

設道

－支 る

五 ７庁 次

一

幸斎 第

行

尾 発
開

号長 の

項

町町 １

南

番保 の

道 定地 海地 規番 北

に
よ

上
長 の工 庁 次１ 支 る第 川

行

馬 発） 開区

条ト
１株日

社建

北目会上 ８丁式 番

代第 か 道番設 ほ 海１

上３ 川号表

支取－ 筆
庁締

第

田

馬吉

長役号

告

１
項
の

かま規

示

る
よ

に

らで定
次
の
開
発
行

らで
かま

為

工

冶 る
す

篤 関
に

山 為

裕

籠

工

夫 る
す

久 関
に

籠

工
る

す
関

に
為

夫
久



札

次な

３

幌

のお 医

と、

所開

科

おこ

及発

大

りの

び許

学

一入

氏可

告

般札

名年

示

競に

月

第

争係

日

１ 及

北 海

事１２ 北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
釧

区地許

計
了 路画
し年域域可 支

た２又のを

法
庁

。月は名受 告

８工称け

昭
示

日区た

和
第

道 公 報

発

平開れ開所開

１２３

区地許び許

成発る発及

のを名年

年域域可氏可

称け日

月は名受月

２又

日区た及

８工

第

事 北

都は

２３

海

、 道

完
市 開所開

釧

了
計 発及発

路

し
画 許び許

支

た
法 可氏可

庁 を名年

。 告昭 受月

示和 け日

第 た及

号

発る
開れ

１
平区地
成域域
十又の
四は名

年工称

二

入る

区

号

番札調

び

札

号達
以は 幌

下、

株平医 式成入
札年 会科

小８と月

社年」４

大 鳩月い
う日 自学 動日。マ

に者 ２

含の

年
号

第
律ま住

法

釧旭

釧豊 第

郡市 ）

路川 号

路岡

び

場４ １

木条 第

町２ 条

釧平

ま住号

含の番

に者

郡郡市８

路路路成

釧釧

釧釧長年

路路
保日

別別原３

町町菅月

保

１年 者び

号

第
律 住号

法 の番

広大平

尾樹成号
） 番郡町

、大商年第 ２
樹工６

第 通町会月条 寿
２
丁条会日１ １

月に

八含

日ま
広番
尾２番

金

、

郡、２

大

曜樹番
町１番

日

、

西、３

本

車）ラ 告

業建実シ

工釧をケ

示

る作

代第すで

指施ュ

表
役号れ

締３さ

取－。成

丁 項

照達
調

野府

菅政
た

７ 定

海目 規

北丁目 の

１
支、 る

路３ よ

釧番 に

道

開

長番 の

庁７ 次
行

北、 発

丁丁澄釧

５１

１ に

番 為

１指

海目目建

北
道

支－

路地地８

釧番番第

北筆
２
長か号

庁ほ４

十の 目通長項

５
第

番藤建規
よ う第に の地江指定 番

英

発
開

号の

６次

二－る ち

に
為

行

通番
１番
、

番、４

１
、番
３番
、

番、５

１
、番
４番
、

番、６

２
、番
１番

３
る
す
関

彦に

っに件

はを象はあ実条

ほ面、 資

行一

格月ぼ積建て履付

の、し般

審分同が物は

くお清建て競

査）じお

す

勝、 関

のの

利番 る
工

研団認

資清究医法定

） 海本掃棟学人を 号 北

療け の 道金員・部医受

来属関て 規 ののを外附

２

利）
区
勝工

額、

札札札札の平。

入次と

幌幌幌幌にい成

札
市市市市参ず
すに北

中中中中加れ年

１

工
る

す
関

央央央央

達

札調調契履

入アイウ

を幌幌幌を に達札札札
科る

す医医医す 付約行

る科科

う

番、の

１
２、

、番ち

適成
の平
定
協

、
用

掃物い争

け月
受２
を年

るね対のる入

申決すむ

をに契４象清者札

請算

あ加

行お約万面掃で参

っい平積対
こ格

たて医方が象る資

お積との

日、学メお面

附トむが。審

の国部ー

お

前は属ルねお査

直又
方院上万む

２地病以２

い 定 競

業公・、平ね

営

院サる に 争が医診病連

学療 入

部棟・ーこ 基
札

附及看ビと づ
参

振 指 加千属び護ス。 く

院礎宿興 名 資円病基婦

止 者上・医舎会 停 格以

研び認 期 指で看学及が

停る婦究臨め 間 名あ護

教院 で 止こ宿棟床る 中

区区るも海

な 事と舎の

告

南南南南者該道

区区

条必す示

１１４２に当

西西西西要る第

条条条

なこ

丁丁丁丁資と
規

・に

目目目目格。号
定

西

特大大大特

す

目る

丁す

役 事
定学学学定 る期場

学床礎務間所

役医臨基
育学仕

の部教医の

項務

等成

称属研研様平

名附
及病究究

び院棟棟

数及清年

外業札月

量外び掃入４

。日
る８

診来務説１

来

護床メ万

年共看臨方１

体婦教ー平

度団
舎研ルメ

当と宿育ト方
上ト

２のの究以ー

該１
資棟
外び以

業に格・及ル

営

）

度めあ来基上

年定に
契て療医を

がるっ診礎

、の研結

月約は棟学締

清 務い。の資育内

にと

で格に究掃 処者資格研
っ・務 要あにあ棟業 理

来係 こって外関 領るあ
ては

療医 成。は、診の 平と

、
時以の関 年

常名棟療 ４

上資連 ９

名雇格サ 月

以用にー

護医清

札医看札等
舎

庁

宿フ業

医部婦大掃

幌学
病ミの

大属舎ァ務

科附

契

舎・ー託

校院リ委

学
臨ハ

育資

礎教スの

基床ウ約

棟療一書か

療診明日

医

成

除清び平

を棟式及ら

く掃業

）業務

一要月

び理３

及務処年

看
護式領

。

舎るで

宿よま

婦に日

大
科
医

幌
札

清

五学

二

棟、

満種建資究し

秋
長

な及のにのか

た類物格
掃っ格、

いび清あ資つ

ビ 日

合模対てに誠

場規

マ け

、てっス 付

上しあ
ク 総

床るはー 局

臨いて

格

。

第育と財の

教こ、

棟す

究棟有

研究を

学研

豊
野

式
一

務
業
掃

こ

）る 明



７

保和る入
と札 入以証入

平 下札 札金年こ説

成 保 にを北ろ明

十 証 消 参納海に書

四 金 費 加付道よの

年 の 税 しす規る交

二 等 よる則。付

北 海

６
札 札平札平

開開

イウ入

送札札 幌成幌成郵

医保 医
大３大３よ

科年科年に

学月学月る証 場日

道 公 報

５
執札平

海札入入

北入ア

札札 札行幌成

道
幌の医

場日 中所大３

市場科年

央及学月

第

４

申申申査
約 審

アイウ契
っを 書行 請請項 請を

条

提とす

のた示 のの類

号

者か
はの

５ 入ア査 の の、審 条 こ

ウ請 ２ はら申 の 札かの

納 まを の 、

月 付 」 うこ第に

八 関 の と とと

日

う る。る

免 い す。号す

） は下項

、 。 者以事

除
付 相 、

納

金

法 額 の務
方 当 そ財

曜

は 含 の則
等 を 者規

日

場

政 。 積と
、 む 見」

基 臨

午は

床日礎日合所時金

育後学後、

教午医
究時成にに

研２研２平
同同

究時
棟棟
掃３。。

及清分年じじ

外業月

び
来務

療
診日

区び医

１時部午

南日所時学日
時

西札棟幌属１

条附後

幌５医病

丁市階科院

目中会大分
診

札区室事来

央議学外

幌南務

科条送総棟

医１郵局療

期法先は所

出き場 時方

結

平申け郵札電査
審

、

番医番果

成請れ便幌話

書ば
ら大申

年類な号科号を

２の

請 学 月提な
出い－事－者
に 務 日先。

通 局－ かの

に 自にな 定 方でし 規 地

るば る 法めれ よ 治定け

付 令こら 件 行とな 条 施
一
ろな

り 競 和よ。 般 昭にい
、 争

っう
令 ） もい 政２ 入 年

た。
第 の
契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

棟水

地ま 務 以
び条 財 額

着
必

務に

業で

掃ま

清） よ課除

大西に務を

）

学

及

務目場）

事丁る）く

務幌、看

総札はび

局合
大番宿

科便婦

課医郵護
清

学号舎
掃 基

ら指総知

礎－業

す 示北務

る

札内 まよ道。

日に海課

作幌線 でり
成市

し中

類条

書１

請南

申区

た央

で 令の 札

を西

か あ 第

ら る
の 号

札
げ 入 下

揚 、 以

に で 。

る

と

を 加 」

格 参 令

資 に 政

の
方で 規 上

す よ い

有 し

費定 入
消の 則

税札昭め
．
．． こ詳
の細
入は
札、
の入

本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語公入

約名所約

務

す続びの及

関手及告

医
学
究札
研

落で

入る捨事当者

アイ

者る札あ

札落額て業す

加金で金者る

札 金をた

等算額あ額とか

決 額

提
な
し目

出丁
９

１開に

財を契要そ号

格

げ 書 規札 っの掲

約 務も

の 第時 入のる 作

則の て

）

か と 。

る うう

札調入

８

第るう
ど す

の 付付
者

札 交交
落

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

お本容契

るに日内び 在

て通予は

務い国は約

事

で調

担使貨定、

を称地

手

す札郵電すあ達

当用
番言、続

る幌便話るり

織科号号語変の

組医番

の大及更停

びす止 名学

なを

定

称事－－通る等

か入っ申

に にし）るを

金も免札たし

当 係たを

っ 消額っ税書者出

た る
て 費て事にはる
落と

は 税当落業記、こ

です札。

、 及該札者載

地額格ある決

入 び金価

と後

書 方にとるこ定

札
円るを。速

に 消１すか

に

載 税未の問や

記 費

成

達札 のお

効すび 要 第い 有を及 条

の 項、 な否他るこ １て
告 規に 札定公 の２ 入特

定 に定 限務に 定規 に役

る りる 。とめ よす るご

札 め格 し入入 定資 ）に

法法
方

定 場方
決

を た札

所
科所

市医場

幌幌の

札札
南事付

区学交

央大で

中

五
三

貨こが 及務

と有 － び局
所総がり
有得 在務札

りる

線 中る 内 市得。

地課幌
央。

区
南

西
条
１

さ満でわか

端入、消

れ 以の、ずに

金数札見費

た 下

あ参も等

額 消がに積税

た課

当 税る加っの

に 費
金 」きる契税 該 等とす
、は金業 額 とは者約事

うそ消額者 の い
。の費ので
あ 分

関 予有 者すに た

）端税

る 価な 落。す 定し をる
の と件 の者 者条 格い 札

反 のた る違 限し すに 制

入 内、た 囲札し 範入 。

る

１務す

は あ務札 で財

務
西総。

条局
目

丁課

目
丁 る の

の 取金にか ５分 の数等

扱額係免 に

税 相 いをる

すり税相業

切課に事 当

効 最第無 て則、 っ規
と 低

。

価各る
す の条



政。道廃者廃者

とるる
物あ

令 令が棄で棄で

政

うのるのる

第 第行物あ

指処こ処こ
。 の の名理と理と 条 条

競及。及

北 海

２

契資特の

団条資次

共２
物号ず 格 定 の３い

体第

の要 等規に 務 品にれ 役

す該 種

又定も

道 公 報

規１ 札

地定札 幌

に平資平に 医

よ成格成参

方
科

加

自

及 り 大治
、年び年す 学

一２調度る

法
告

般月達に者

施
示

競８をおに

行
第

争日すい必

令
２

第

． ．
．．．

号

．

平
成
十
四
年
二

入清清 第 第争びび ４ ４

ににに 項 項札掃掃 ２ １

すすす 規 規関関関 の に

指法法 に するるる 定 定

を第第 り 者名律律 よ る
競 で停

さのの 入 い止条条 争 な
す

特る約格類件当

は

こ

平療医医こ

役定る

定特

。

の務成廃療療と

務役

棄廃廃 調の
２処物物

達種年物棄棄
理理

続は月理処処

手類
日務業業

の、８業
託委委

例にに委務務

特
を定一

入るて要 号

に定幌資

和札特札な

昭
政加務科は

年参役医格

令すの大、

者類がに

第る種学
しる

。必結め

号に締定

資うの

下なよも

以要

月
八
日

金

曜

日

。て第第 へ とれ４４ 札

の 加

な項項 参

い１４ の

と定定 排

こ規規 を

いの
づづ れ

基基 さ

。にに 除
者

可可 る

許許 い

くく て

約の

定め般契託託

をを

の入格 るも争資

める競

令と札 政
すの以

成。告 平る公下
と 政う」 年行格 ７を資

医う 第幌い 令札

る、

令をすし

政格とと
当

」定札

定契 いた医に該

とめ幌
学るに 。大め約 う。科

約り 第長契よ ）

秋に調
一す ５

野るを の

係達 条

い

てて い

けけ な

受受 で
こい

行格再再し

をアイウ成
請申 申 う資中を企申た

す組し請 請

こ格小有業

が有業る合よ書

とを企

科。
５

第医
学 ）

大） 号

提提の

格 申再次

アイ資
先ず 請 査 出出い 請申 審

１

豊般る 第

のれ の の先

４

の入公

明争方 項

競地

経中びて格申

及及め資

済小協い審

び

組との

に産企業る査請

げ局等合き申の 掲業業

年つ

３

１屋下て
法 と資中以い

第 企 日根は 格律 小 。

業 当付中、 要
等 たき件小当

りボ企該 号

で
本 成ん

平営資
を

金

者又う類

の １る
の 年い

る協ではとを 方 です等

出

る者同あ協法す提

き

も組者し

。の組る業る

該の合はな

当合
限あ４れ

資企にで、け
な

に組るるのば

格業
るを）格のら

係合。資
変有請い

営除をを申な

名事 方所か 再 のの

業く

当

法称地請由該

在に 申

幌幌者

資先け札札る
す

引

審指ば医市で

格のれ
にら大央き

査示な科中
事南き

申よな学区続

の

請

は作。務１資

請りい

が同あの
時 る長協に。

合て期

格行組っ時期

資

び資け

件官法は及

要う
需３設方格れ

は公第、

査な

適適条立法審ば

、
し組４際のら

用格第の
に資請い

な合号に申な

の協

。証掲格は。

いの

ッ業中 ） 同

ク等小 特第 組

ス例協企 ３ 合

イ組等 第 以法 タ同業 条

上
の」同 項 の昭 プ合協 １

収と組 第 処和

理
運う又 号 能年 集い合 ７

協 掲 を律 搬。は に 力法

を及業 げ 有第 車）

１と
が 月こ

額

す

日。
現

て並 い上 お以 に円 在万
に

、び

を。更す書。

び業

及作

続でた者の

相）しる類

合るのそ出

、あもで提

成、

又格構に

併資の先

渡すを該

譲有員当

はを

し先

よ者更出

にる変提

成局条格

承そたの

りで

得

次し総西を

、
にた務

と

げ請目う

掲申課丁よ

提も

請をる

申類す

る書
提る、

のすは

類出の

書

明げを、

先と格

出こ資

有企す成

をる有平

す業る
あ月

と合で２

る組者年

き
。以る
のか

下も日

企がら

業構
合員ま

組成日

有び組 る
が 業 ） 焼し中合 協 号 る

３ 設い企次 組 第 却て小

こ団い 条 備る業の 合
れ 下 規 有と体ず 以 に を

組か 定 し。の
に該 業 る い織に 協 す て

すす 合 小 こ関当 組 中 る

員

るる 」 企 と

受手

を転

可運

許び

の及

引時

て常

けを

五き５

四

も指

年雇

２上

き以

続名

よ

た成に

し構の示

継の

り

者員

りの

、よ査

にに審

資作 出な請

提わ申

該行再

当

に

い半間

と過の

」ので 業 。

）占な

。をし

う数

は う 協
律き い 等

法と と
にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

事る

のい

そて

上し

以用

業こ



規

２３

札のす約幌

入１定契札

履

平 る条市 に

成 行参の医項中

十 加ア療を央

四 場すの廃示区

年 る医棄す南

二 所者療物場１

北 海

調契

アイ

幌感非感非を約

札数達

性染る期

医染感染感す

大廃性廃性特

科性染量

学棄廃棄廃定間

道 公 報

協１ 札

次な定 幌

のおの平入 医

と、適成札調 科

に達 おこ用 大

りのを年付を 学

一入受２すす 告

般札け月るる 示

競にる８事特 第

争係。日項定 ３

第

７

許

有資格２資該

資資当

有規に可

効格格をに格
免 間１のす定係、 期は
喪者る営許 ののるする

のが資業、 更

号

６
格 の格係

格資資に

資約
効般 有 効有一 の 有のる

及間争 期
間期競 効 期

月 に廃処所条

八 必棄理西

日 札札要物業

資理委目

幌幌な処務丁

務の札

中科格業託

市医
央大

金

南医あ格医

区学に資幌

曜

条部て有大

１学っを科

日

属平る事

西附はす学

療物物務

医物棄物棄役

棄仕成

廃の平

物１１調調様

達達等年

定定月

理当当予予４

処
務りり数数入１

業たた
単単説か

のの量量札日
明ら 価価

書平

入る役 号

達の

札調務
及

下、称

以は名
び 入

と月
」４量

札年数

い

定失次格に登

。マ
う日

い件し等

めの要関録

新

れ該令取

契ずに法を

る

にし規消

にか当のり

約

当いにれ

る該な定さ

係

るとると

のすこよた

も

とな可。

あこと許き

で

資の

当、札

び間は入

る

の有決

間を札

期格落

該

ま

手と日

新るの

更す定

こ務

旨す
たと

めで

続認

と局

丁病成

目院

大
科
医
幌課

札務

年。総

に成

号
２
第
示
告
学

よ
月

。３
る年 実シ札

をケ
）ラ

で
ま
日 大

る作科

すで医

施ュ幌

府
政秋

た
れ長

さ学

。成

なた免

たとっ、

達
調野

登

有たき、

、っと許

め

を

間は等

期き録

効と。
をる

新格す

更資要

の、

わ。に

行う合

、失場

は

日
た
っ
あ

が
知

通。
のる

の
１
ら
か

の
１

に

に
所約本

算契契日

加アイ

関手及

たにの語

し約名

９

計す続び 在 合

開に入入わな

要そ号問

金書、、

札掲札札ずお
費

時る額に消消 ののげ

る
す明

関
に豊

入等記費

規あれ

７８

べ入れ約

則 落するぞ契
作

と 者て札の書

」 交札

い 付のの予

札効数の

う 決入有定成

６
、

。て

いい

なお

方定

５
札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説

る
め
定

日場日はの場

金

４

契

日

場場
の
行札
執
札入
入

国

額事称地お本

金るに
電使貨

１をて通

に務い

未当幌便話用

円担札郵
科号号る

満す医番番す

端組大言

のる

語 数織学

び

がの事－－及

あ名務

通 － る称局

す等等

お札に載税税

に
てびるる抜相

い 他及係
費額価額

、こ消金き当
相、

に公税は格は

２の
定にび消当当

規告及、

め方税代

す定地費額該

る

費に価の

資る消等単金

要

。

を札税係）請

格入

法額入を否

） 方金な量
札乗

第 法

単にじ

価限て 条
。た １ 幌の）る得 第 札

の 科所北）合 項 医場が

交道し金 規

大で海を計
者） に

事付財た額 定

学

証

局る規のが よ

務す務

に

時所時金除付所

免交
。す札

る関
す

平

同同事市

成郵ににる幌

送
よ。。央

年にじじ項中

場南

月る区

３

日
び
及所
所

は条

日合１

市議務

幌会事

時札階学

央総

中室局
よ

１に）

南送課

区郵務

と及総貨

条

きび務札

地中内 、在市

は所課幌

の央線 そ
端区

数南

金１

五 額条

五 を西

切

有にるを求
捨目

り丁

下税載と

し関以課記の

いる事すき

なす
費者こ加

者条消業るに
。す しに税でと算

の件

こ 入反」るる た違等あ
税 、たい免と 札しとか

財入う

り

は）業費 務札。事消

務ち低 定

総。則う最

予
和入あ た

課昭、で め
札る

落 格
北価を 価

年総者 定
道札

海格
す ）

則入と 価
規各者 単

金る の
第札

午、西

号額。 制

前平
成丁
目 時

月
３

年

場
西る

着
必

に
で

ま
日

番
幌便

札郵
、
目は
丁合

大
科号

医
学
－
基

の者税 規

。
）

。
る

て

礎

扱あ相 第無取で等 則、
効
といる当

限

。
各るをを

すか額 条

。

） 囲
下価 範

以単 の

）

務でそ

財に 内

大
棟科
究医

研幌
学札

医
５



２

公第契資物

方）資

地号
３
体第等

団条格 品 共２
に種 物号要 の の

北 海

規１ 北

地定競 海

に平資平争 道

よ成格成入

方
立

札

自

及 り 農治
、年び年に 業

一２調度参

法
大

般月達に加

施
学

競８をおす

行
校

争日すいる

令
告

道 公 報

．．

第

．

． ．

号

ここ詳

平のの細

成公入は
十告札、
四の及入
年内び札
二

等規約格類件

品 容契説

特る平学北農

はす
又定

道格機

定物成校海資業

農 役品

機農と

務等年業立」械

調種月械業い一

のの２
賃学。

達類８の大う式

農

続、に貸校）

手は日
一借 の

入るて者 示

札賃北に

昭
第

に借海必

和
１

参物道要 号

す等農資

政加品立な

年
者種大は

第るの業格

令
号に類学、

な締定

以要がに

。必校

資北結め

下

道
立
農
業
大
学
校

月は約明

八予は書

日

。

あ達る

で調よ

定、に

、続
り手

金

更停
変の

曜

る等
す止

日

機

特に般契業

と有
こが

入の

をめ争械

例定競約

るのの貸 めも札賃 定る
を約 令す告契 政と公借

る
７北す 成う関 平。行に

道資 年海る

令を道よも

政格海しる

とめ農とと

」定立うの

う。大る、 いた業すし
当

第長定契 ）校に該 。学

め約

安るに
に調 ５

東約り の

契よ 条

告
示

。
る

得。
りる

有得
がり

第農 令立格 政

業以

大下
５

提提の

格 申再次

アイ資
先ず 請 査 出出い 請申 審

１

正係達 第

のれ の の先

４

の般る

史一す 項

るを

経中びて格申

及及め資

済小協い審

び

組との

に産企業る査請

げ局等合き申の 掲業業

年つ

３

い当下て
法 て資中以い

第 企 入る該は 格律 小 納

業 しこ賃中、 要
等 たと借件小当

賃を物企該 号

。道道平平）実

と分誠
決履

令税が成成のに

政
第を行
滞う年年算行

納指２２にし

ず結
令 い締

の政約

次契

れの
第

名事 方所か 再 のの にた

当

法称地請由該

在に 申

海海者

資先け北北る
す

引

審指ば道道で

格のれ
にら農川き

査示な立中
大本き

申よな業郡続

の

請

は作。学別資

請りい

が同あの
時 る長協に。

合て期

格行組っ時期

資

び資け

件官法は及

要う
需３設方格れ

は公第、

査な

適適条立法審ば

、
し組４際のら

用格第の
に資請い

な合号に申な

の協

。証掲格は。

いの

小 特第 同 借証品業中 ）

関例協企 ３ 組 物明に等
法 にたし同業 条 合 品し
関者、組等 第
」同 項 昭 しで要合協 １

迅る仕と組 第 和 、あ求

う又 号 年 速こ様い合 ７

ア。要。は に 法 なとの

及業 げ 第 フ件）協 掲 律

タ等

い者 のし名月月おた 条

争日日てで ４て競１１

る ２る入現の、あ 第い

に前のこ 項者札在直１
と のでに
すい営に。 規な関お２
年め に

こるて業定 定い

り

。名き度る よ

と指引
停き約 競

を続分契

第 当必 ４ 該に の もめ 条
意 に こ同 項 るな １ す要

い る
て す
得 定

。を 規 と

者
る 者

次し総西を

、成校町格

掲申部美よ

にた務仙得
と

げ請総里う

る書務

も

請を地る

申類課番す
、

のすは

類出の

書提１

を、

先と格

出こ資

提る

有企す成

をる有平

明げ
す業る

あ月

と合で３

る組者年

き

のか

下も日

。以る１

企がら

業構
合員ま

組成日

ーをび組 る
小が 業 ）

サ満中合 協 号

合 ３

ビし企次 組 第

ーた

・い団い 条

スて業の

のれ 下 規

メる体ず 以 に

テと組か 定

ンこ

に該 業 る

ナを織に 協 す

合 小

ス明関当 組 中

ン証

体たるる 」 企

のしすす

さ年該種 入

止２当と 争

て上営を へ

れ以２類 札

なの年ぼ 参

いそ業ほ の

こ業がじ を

い事度同 加

く 排とを

れ

んにる さ

。営月す 除

なを い

いた約 て

で満契

、
れ 者
ま 年

含 成
は 未

る

で 人
） 佐
。 保
い 被

な

五な 又

六

に審

。 助
と 補
こ 被

い は

該行再

当りの

、よ査

に

の

」ので

出な請

提わ申 をし

う数に

い半間

と過

制者法と と 業

）占な

。

あは う 協

がで律き い 等

整

和２ 組）

備る昭、 。 同

にの

さこ

れと合

で

と場結 者

こい締 る

。

か い

は、 な

。合し

、
て

っ
あ

で
人

、

こ月つ



農調納契納

平 業達

成 機を入約入

十 械す

四 る期期場

年 賃

二 一借日間所

北 海

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成札調 立

に達 おこ用 農

りのを年付を 業

、入受２すす 大

一札け月るる 学

般にる８事賃 校

競係。日項借 告

道 公 報

７

許

有資格２資該

資資当

有規に可

効格格をに格
免 間１のす定係、 期は
喪者る営許 ののるする

にが資業、 更

第

６

再し格資資に

ウ成資約
る 申格 企申たの格係

再

効有一 請の 業請申有の

合よ書期効般 有 組し請

期 方 又う類間期競 効 の
はとを及間争

号

有

う資中を

行格

をアイ
有業る

とを企す

こ格小

きる協で

です等者

が

月 式物

八 品

日

内有海

１等平平囲が北

でり道

月の成成

当仕

平る農

た様年年、得立

り等４４

金

大

の月月成。業

単

曜

札か３校

価入日日年学

）

日 説ら月

明平

争る物 示

入調品 第

札達等 ２

はの 号

称

以、名

下

及

」月量

札４数

入年び

と

失次格に登

うマ北

い日

件し等

めの要関録

新定

該令取

契ずに法を

るい
し規消

にか当のり

約れ
いにれ

る該な定さ

係に
とると

のすこよた

も当
な可。

あこと許き

でる

協法す提び間は入

ると

し該資の

業る出当、札
を札

合はな期格落

組者

あ４れの有決

で、け間
な新るの

るのば更す定

続認ま

格のら手と日

資

たと

有請いめで

を申な

者同あ
る類旨す

す書。

該の

当合も

。の組る

る

。

に組る

格業限

資企に
く変

営除を

るを）

係合

書成日

相）し

を。更

業

を に

当

。月に

る３度

よ年限
た間
。期
で約
ま契
日該

道

。ラ海

、長
し延
だを

で業

実ュ農

をシ立

）ケ
。さ校

る成学

す作大

施

、

達
調東

府
政安

た
れ長

っと許

めなた免

たとっ
録

効と。登

有たき、

、

資要

の、を

間は等

期き

、失場

はをる

新格す

更

者ののる

わ。に

行う合

そ先が

、出知

で提通。
日

成当た

構、っ

のにあ

先１

変出ら

を提か

員該

しのの

更

あも

続でた
も示に

た指

はを
又格

併資
合るの

、
りで
よ者
にる
渡す
譲有

算る
予す

し構
継の
承そ

範と
のこ

号ア

に入額て事

金加金分 業 掲札落をた
で 決 る額算額の 者 札 げ

る
す史

関
に正

入にし）

７８９
開

落北のり契要そ

項た

札 者定単書

海 札規の約
）成の 財の のに価作

道

なお

定りをの

務時 決よ

５６

、

。て

いい

説 札
開札札交交

入入入

方

金書 保 札証明付付

保

る

よめ

のに定

日はの場

４
作契

り

札

道執
海札入入開

北入
場場日場

川の
中行札札

者員
た成

郡

成約

入平。契
と

２３
資

条

札
に

定 す海示

加北を

参年項

あ

金も相
る に 札係たをに

た び消額っ当
か 当 及る

税 っ こ費てす
免

該札金
事 て の税当落る

、 告び金価額
業 は 公及

と入 で 入 に地額格を
者

め消１す札 あ 札 定方に

に か に る費円る書 る 書

札満で記 を 記 入税未の
問 載

否他

則お 方定も要

規に
い 法めっ

定札

和、 予入

昭て たて

２

年に 価
海定 効

北規 格有
当札

規る 月入

道す １な

を り限

第格 たに

則資

に

時金免付所法

、交

証
す関
除
るす郵北電
道番場

に。る便海話の
で

じ項号立号所

同事番

。農

交 業

付 －大
学－す

校４る

日
町び
別及所時所

本所
西
仙時北室校平

美海総成郵に
送同 里道郵務

中送部年にじ

務月る

番川に総４よ。
合

１本る課１場

地郡よ

北町合は

別場）日

業
に農所

者立場

る道す

示
格告

資校
な学

要大
必

さ に以の、載

に
号

１
第

札る ず れ 関下端入す わ

た す数
参と 見 金 る消がにこ 、

件税る加。 積 額 条費あ
きるっ 当 に等とすも に

１ 金 反とは者た 該 違」

五

月 額 しい、は

七

入。の消当 の たうそ、
た 札）端費

はの数税 分り

価）

。し 単。

号有 のる

者 のた

下い ）し

以な

の落 務し 限を 財の 制者

」札 囲者 則入 範札 規た

低る い財 最す と、 でと

総－。

の。 う務

北務
海部

町
別

本
郡

川課
中務

道総

平

海西は月、

里
美
仙

西

立美郵午成

道仙、）

農里便後

番１年 業

月

大番号時３

学地

分 校１

総－日

務北

午 部海
農海時

務立北５

総道後

の
械
機

業
農

る
す

定
規

課

取金等 ５の

資
の

借
貸
賃

係 相約

無扱額に に契

、

す額

と切る 当金

効いを

規
。
るる捨税の

すり課

第 第格則 ）価 。
１
１当各

月条 条

）

大立着

業道必

１
地
番 を

格

議学
会大

校業
学農

こ
る

す
有



１

達

札 成調パ調納契

平入
達ー

ナす 付入約 年をソを に
賃コ賃

す 月るルる

２す

日借ン借 る期期 ８

北 海

協 北

次な定 海

のおの 道

と、適

．

立

おこ用 農

りのを 業

、入受 大

一札け 学

般にる 校

競係。 告

道 公 報

．．

ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

第

約本の

る契契日こ

アイ

告

とにの語公

こ約名所

内

す続びの 在 。関手及

事称地お本容

るに日

号

者員

イ
平落での

成札あ一
十者る部
四とかに
年なを免
二

品日間

物ピ物 事

っ申税

平

のタの

等ー等

項品ュ
称等様成成

名ー仕平

及等
入月月

数一５５

び年年

札１１

量式

北月明か

１説日日

争る 示

入調 第

札達 ３

は 号

以、
下
入年
札４
」月
と
い日
うマ

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

貨定

をて通予

務い国は

海便話用で

担北郵電使
号るり

す道番番すあ

当
組農言、

る立号

語変 織業

及更 の大－
－びす 名学

４通る 称校

と

及総－貨こ

び務北

月たし事

八者出業

日

る

落とい

、こが

はる者

決たと

札。

金

後しは

定だき

曜

や落共

速、、

日

海当書ら

に者企

か札同

立りよ成

道たに平

農のる

学）月

大価３

業単。年

校

だ

東た
。

安で
ま

長日

。ラ
）ケ
をシ
実ュ
施で
す作
る成
。さ
れ
た
政
府
調
達

り
得
る
。

が 所部海
川得

地務中り

在総道有

美
仙
西
町
別
本。

郡る

課
里

税同消

費共体

消が業

番

免

課体等

の業税

等企費
で業

業合事

事場税

税の
るて出

あっ申

であ者

者

６
算

史予
、

正し

か、書

札証
札保

入開開札
入入

は 保金 札札

に
関

４５
る
す

道執

約海札入

ウ契北入

書川の札 項 請中行

条 申

３

類郡場 を

者かアイ 証条

はの

し付、審申申 条 明件こ

請請 ５ 入 た一ア査 の の

で競ら申 の 札 者般かを

２

１
地

平格道納い当

入次資て

にい成をが入る該

札の

有行しこ賃 参ず

を物

加れ年すうたと借

提

免そを
すに北る指賃

業成す

事構出

税の

す
除
免 証 日場日、

入
納

る

時所時金

会農平
送同同

議業成郵にに

室大
学年にじじ

送総月る

郵校４よ。。

す場 の本所 示

に務１場

西日所

出町び 場

提別及

郵北電里北

美
仙時

先所

海

け
れ便海話
立号地中

ば番道番番道

ら農１川

な号

郡 業 な

北本 い－大

の 、 あ争ウ請 ２のの は

でな 規時方 地 る入まし

と参にけ期法 定 方 こ札

めば よ 治 。加定れ に 自
条 施 格るな平申 る 法 資

書 件 行 のとら成請

令 審こな

一

査ろい年類 付
和よ月提 般 昭に。３の

り１出 競

明に

るも海こ名借証品

争品し関

者該道と競物

す示入にたし

に当告。

で要

要る第札関者、

必

にし なこ

迅る仕

資と号関、あ求
書

はる速こ様

格。又す

記

成名ア。に

平指なと

をフ

海

のす北
所

場

年停タ載

が農

内と立

囲こ道

範る

部日合

平り大

、有業

で

る総は

よ

午成

合課）平

場務月、

は）
、後

番月

便時３

郵２年

号

日
後

－午

学－海別 。

校４道町

農仙

総－立西

北務

業美 海部
道総大里

中務学

本務１

郡総地

川課校番

課道

西務海

町総北

別部

、日先 争

仙

のら指 札 政２かの 入 年

示 で 令

及日に あ 第

びまよ る

でり の 号
入 下

掲成 、 以

に作 で 。

るた 札
げし

加 」

格請 参 令

資申 に 政

海さサハ

北止ーの

を書

スウ

告てビド

道れーー

９いメア

第な・ェ

示い
ナ等

にとテ件

号こン要

のた

すス満

定ンを

規。

る校

成得学

物体し

る

月
４
年。

限
を

日

五度

八

契
該

当
に

５ 美立
立

道）

海着

北必
時

業

里農

有類 し と

１校

地学

番大 と 。

る提 うう
すを よ い

第るうな

どし す ）

か出 こ

賃整る

のがい

品制て

期
約

のれを

借さと

貸備

長
延

を
間



契日こここ詳

平 約本ののの細

成 の語公入入は

十 手及告札札、

四 続びの及の入

年 に日内び執札

二 お本容契行説

北 海

約名所

者員る契

イアイ

関

札あ一とに

落でのこ
る在 とかにす

者る部。

っ申税事

なを免

道 公 報

号ア

開に入額て事

加金分 業 札掲札落をた

る額算額の 者 の札 げ金

で 時決

あ に定 入等し）
も相
る おに 札にたをに

当 及係金

第

８９

項た

交規の

落北のり契要そ

に価 者書 道定単

札約 海
りをの 務よ） の作 付財

っ 定の 方則定も

決成 規
め

号

７
場 交

の
書付 明

説
札交

入
付

月 い国は約は明

八 て通予は、書

日

で調開よ

使貨定、公に

り手る。

すあ達する

用
言、続。

る

金

及更停

語変の

曜

通る等

びす止

日

地

たし事務

と有

貨こが

当

はる者担

者出業を称

落といす北郵電

、こが

道番番

札。るる海便話

だき織立号号

決たと組

後しはの農

定
速、、名業

や落共称大－
－ か札同及学

４ に者企び校

免 てた びる額っ当
か い

税 、っ こ消てす

札金
事 ２て の費当落る

及金価額
業 には 公税該
入 にび額格を
者 規、 告

あ す札 定地にと入 で 定

る書 る る書 め方１す札

費未のに か 資に る消円
載 札税満で記 を 格記 入
有さ にの、載 問 を

ず しれ 関以端入す わ

法予入否他

昭たて 方要

定札

和 法

年価
格有

海 の効

北
当札

規 所月入

道 場１な

付り限

第 交たに

則 で

所
に

。 る単。

号 すのる

便海話

事郵北電

る
す

関

農
号立号

番道番

項

業
－大
学－
校４

。
る

得。
りる

有得
がり 消が業所総－

費共体在務北

税同消地部海

の業税務中

等企費総道
本

税の免郡

課体等課川

で業町

業合事別

事場税

美

あっ申仙

であ者西

者

数札る
か、書里

るて出

金 るがにこ 、 なた す下

い

。 積 者額 条消あ参と 見

税とすも のに 件費る加

た該 違等きるっ し当 に

、は１ 入金 反」は者た

の たいそ、月 札額 しと
入うの消当 、

た 財札。端費

５の 規は）数税 分り 務

取額に に契 則、の金等

のた

下）し

以 。価）

無

札 規の落 務限を 財制者
最す とでと 」囲者 則範

格 ）価 。の。 う低る い

総－

北務
海部

町
別
本
郡
川課

中務
道総

３

里
美
仙
西

者審アイ 条

は査

の の 付アを申申 条 件こ
般ら請請請 ５ 入 一か申

競ウし の 札

免そを
す１

事構出地

税の提番

２
業成

平道当こ当る

入次るあ

にい成が該と該こ

札の

行調を調と 参ず

明物

加れ年う達証達。

を係 相約 第

すに北指物

効扱
当金 とい切る

る捨税の

すり課 条す額

１
。
各る

達

札 成調総調納納

平入
達合
践要 付入入 年を実を に

第

月るアす

２す

１
１当
月 条

北

次 海

の 道

と

．

教

お 育

り 庁

一 石

般 狩

１
地
番

．．

け の 、 争まな ２のの は
方 札定れ 規時方 地 入で
るな に 自 参めば期法 定

平申 る 法 資とら よ 治 加
のろい成請 条 施 格こな

書 件 行
令 審に。

一

査よ年類 付
競 和、月提 般 昭り２の

２８出

にたに

るも海名品し品

当告争関者関

者該道競

あ、

必す示入しでし

に

に迅る要

要る第札、

なこ

なと仕

資と号関速こ求
書

規るア。様

格。にす
をー記

す名タに

定指フ

８物プる

す

物停サ載

る

ケ品 事

日品リ物 る期場

名シの

項のー等限所

等

成海

及ン様平北

称ョ仕

道

び等

数
式入３狩

量１年石
陽

札月

北説

競 教

争 育

入 局

札 告 道

示 教以 第

育下 １
号 庁入

石札
」 狩と

教い

の日先 争

かの 入 年

示 で 令及ら指 札 政

び

日に あ 第

にまよ る
以

げ作 で 。

掲でり の 号

る成 、

五 資し 入 下

九 格た 札
加 」

有請 参 令

を申 に 政

のさビ要

品止ーの

す書

メを

入て・等

購れス件

格いテた

資なン満

のい
スい

有とンて

をこナし

制と

こ体こ

るのる

す。

等

海ほ明日高

。がを

と

道か書
及月学 教

仕

石求

庁要

育点び）校

る

長よ

局に

育書

教様

狩

う

藤。

育。

局）
を 告実

示施
す
る
。

うう
かを よ い

る類 し と

かし す ）

う出 と 。

ど提 さし

備明

整証

第るのな

教
剛

谷

いで

て者

れた



８９

開

落北項限契要そ

１に
書 道札 規。

札約 海のる

時 にし の作

財の 定） 者

り者

決成 規に よたの 務
定を 定の 則お

北 海

７
と札交交

保和る入

証入
保 を北ろ明

札 金年こ説

道よの

証 納海に書付付

付場方 の す規る交

金 付
る則。

道 公 報

６
入

に
札下 札

入開開入以
税 し

費 加 保消 参 札札札

等 よ 証 日場日

第

４５

便海話札入

契郵北電入
号行

条 査番道番執

約 審
行育の札 項 を号教

場 を庁 っ

及 す場 た－石－所 示

狩 と

号

ウ

平申
成請
十書
四類

年の

二い 提

た札否他

昭て め落 方要

２ 予者

和、 法

格る

北規 価す

年に 定と
限
規る 制

道す の。

海定
を 範
第格 の

則資

こ第に

納

。し 内
号有 囲

関所法

付
の と

除。る

免 。号す

下項海海の

、以事北北

付道道場

納
法務幌育で

方財札教所

は則中石付

等規市庁交

政と区教る

、」央狩す

い す
と 時所時金と

」 う
者
う る

平。

成年にには

２同同、 －）
相

年月じじそ当

。。の ３額

海含 １まの 北を 月日者
。 に積 道む 日で見

教

び 場教－ き
は所育日所
時 、北局

道 内 査道画北海

審海企

果幌務道教 線 結札総海
札育 を市課

市石

申中－幌庁

請央

中狩

通３区育

に北央教

者区

月出

八先

日

ば番道

れ便海

け郵北

金

ら育

な号教

曜庁 な
い－石

日狩 。

教

者 低
下い 最

以な で
を 規た 格 務し 価 財の の

財 て と、 っ 」札 も 則入
則 ）

。規 札 う務 入 い

第う３局

令い北育。

有

。条企

）西画
丁務 の
第７総 条

目課 ７
海第 北ら びか 及条
道

っ 育） 金必も

ま 務
条 財

午のた 庁の ）着

石前こ契

と約分 狩

）額５ 育時。金の 教
郵に 局

す 総に費当 画送消相 企
場び額 課る及る 務よ税

３会

知条北局

合地以 ）

。丁西室

る７条議

す西
目７

場
海る
北よ
に
目送
丁郵

北局
育

館、
別は
庁合
道

市課
幌務

札総
道画

海企

効第 第 西
条
３
北
区
央
中

な

２

第札各

入条 条
パ調納納札の平道

入次

行

ー達にい成が

ソを参ず
北指

ナ要加れ年う 入入

定
の 則
で 規

ルすすに

１

昭め
北

次 海

の平入 道

と成調 教

達
札 詳

お 育 細

り年を に 庁

一２す 付

は

石

般月る

、

狩

平費入

、消の

は方上
入

成税札

本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語入入

約名所約

郵
す続び及の

関手及札

者員る

イ

北号
番
階便
６

事す落でのこ

る捨税当

をた業る札あ一と

額て

かに

加金者金者る部。

目
丁
７

算額で額と

札 げ金
掲札落

に入
号ア

るるも海名

入に
決 る額

争

ン物者該道競 期場 コ

所必す示入

ピ品に当告
に

ーの要る第札

ュ等限

タ仕なこ
。にす

様平北資と号関

道規る

１等成海格

式
入３狩す名

年石定指
るを

陽物停

台札月
説

競８物
す

教

争日品 る 札

育

入等 事

説

局

札項の

明

告

名

書

示 に

以称 第

下及

よ

２

び

る

号 。
執 在

い北

と
」
札量

入数

は

事お本契行

るに日び

称地て通は、

務い国約

当使調開

担、貨、公

を

す手る

す北郵電用達す

道番番る続。

る海便話

育語停

織教号号言の

組
の

及止 名庁

をなを免

称石－－び等

たをる入っ申税

し）あ

者出業

金もか札たし事

て税にはる者

額っ免書
落とい

当落業記、こが

価です札。る

該札者載

だき

額格ある決たと

金

かと後しは

にとるこ定

共

円るを。速、、

１す

る
に 札係

定
未の問や落

の税
っ こ費

た び消
当 及

入 に取
、 告の

は 公等
て

記 入

に る

書 めい
札 定扱

のさ

ほ明日高品止

載 札

か書等

及月学購れ
な

要のい

点び）校入て
有と

様をこ

仕格い

求資

。と

るこ

よる

にす。

書

庁

を育

）教

。道

う海

。

局

。育

る教

す狩

施石

実

通が

藤
長

及狩

貨有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総札内 画道。

地企海
務幌
課市
中－
央

企

満でわか札同

３
北

区

入、消が業

の、ずに者
税同消

数札見費共体

端

税

あ参も等企費

がに積
すた課体等

る加っの業
事場税

きる契税の免

と

業

、は金業合事

は者約
消のであ者

そ、額者で
あっ申

の
金 る

た す

れ 関

さ に

端費

金 反該 違

当 に

に 件

額 条

六額 し

〇

入の た
札

目
丁
７

西
条

教
剛

谷

は分

るて出
を の 金等か、書 分 数税
額に免そ
税の提 を係
相業成す

切るに事構出

と相

効に

無５

、の
り課

。
るす

す当



７

保和る入
と札 入以証入

平 下札 札金年こ説

成 保 にを北ろ明

十 証 消 参納海に書

四 金 費 加付道よの

年 の 税 しす規る交

二 等 よる則。付

北 海

６

札札札札
札

入入開開
入

証 場日場日
保

道 公 報

４５

便海話札

ウ契郵北電入
行

条 申査番道番執

約 審

書行育の 項 請を号教号
場 を庁 類っ

及 す

のた－石－所 示

狩 提と

第

３

者審アイ 条

は査

の の 付アを申申 条 件こ
般ら請請請 ５ 入 一か申

な ２のの は 競ウし の 札
入でけ の 、 争ま

号

該と該こ

当こ当る

るあ

明物

達証達。

調を調と

納 にたに

品し品

物

月 付 」 うこ第に

八 関 の と とと

日

う る。る

免 い す。号す

） は下項

、 。 者以事

除
付 相 、

納

金

法 額 の務
方 当 そ財

曜

は 含 の則
等 を 者規

日

時金

政 。 積と
、 む 見」

所時所

平平 北海

成成にに
同同 － 海道
道教

年年じじ 札育

３２。。

北 市石月月

幌庁
中狩１

区育ま 道 央教日日 海
教

び 場教－ 出き

先は所育日
時 、北局

総内 郵北査道画

審海企

番道果幌務線 便海結札

号教を市課

育申中－

庁請央

狩に北

－石者区

教通３

法 定 方 札定れ 規時方 地
治 加るな に 自 参めば期
な平申け る 法 資とら よ

のろい成請れ 条 施 格こ

書ば 件 行
令 審に。

一

査よ年類な 付
、月提な 般 昭り２のら

２８出い 競 和

の日先。 争

かの 入 年

、あ、

しでし

関者関

政

様

なと仕

速こ求

迅る要

サ載

ー記

タに

フ書

ア。

っう
令 ） もい

ビ要

ーの

た。
第 の
契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

金で

地ま 務 以
び条 財 額

午必 庁 ３会）に 育 北局

の 狩 西室前着 石 条議
７教

と 育 丁郵時こ

目送
北よ） 企 に分。 局

に 務 道場送 総 海る郵 画

館、る ） 別はよ 課 庁合

企る７

北局す西

育知条

幌務
札総目

道画。丁

海

札

西
条
３
北
区
央
中
市課

示 で 令及ら指

び

日に あ 第

にまよ る
以

げ作 で 。

掲でり の 号

格た 札
資し 入 下

る成 、
加 」

有請 参 令

を申 に 政

かを よ い

る類 し と

す書

テた

ン満

メを

・等

ス件

体こ

のる

スい

ンて

ナし

規 上

備明

整証

がを

制と

費定 入
消の 則 の
方で

税札昭め
北

次 海

の平 道

と成 教 ここ詳

お 育 のの細

り年 庁

一２

入入は

石

般月

札札、

狩

は

階便合

６郵場

及の入

北号、

番

所約本

員る契契日

アイ

及

一とにの語

のこ約名

丁
７

にす続び

部。関手

目

落で

入る捨税当者

アイ

業る札あ

札落額て事す

加金者金者る

札 金をた

う

に算額で額とか

決 額

し す ）

う出 と 。

ど提 う
第るのな

か
９

に

北項限契要そ号

１に

道札 規。掲

約 海のる開

にしる 作

財の 定）げ 書

れた

さし

よた入 の 務時

８

いで

て者

競８

の 付付
者

札 交交
落

教

争日

び執札

育

入

契行説

局

札

約は明

告 は、書

示 、公に

以 第

下

調開よ

３ 達する

号 手る。

い

止と

停」

の札

続。入

税事お本

免るに日 在

等

業を称地て通

事務い国

郵電用

が当使

者担、貨
る

るる海便話す

いす北
織教号号言

と組道番番

はの育語

き

及 、名庁

をなを

定

共称石－－び

をる入っ申

に 係し）あ

消金もか札たし

当 るた

る

っ 費額っ免書者出

た
て 税て税には
落と

は 等当落業記、こ

です札。

、 の該札者載

額格ある決た

入 取金価

書 いにとるこ定だ

札 扱

。速、

に１すかと後し

載未の問や落

記円るを

及 の 則お り者札

成 規に
い 定を
札否他こ

昭て め落び 要

２ 予者の

和、 た
北規 価す告

年に 定と公

道す の。定

海定 格るに

の入

則資 限る

規る 制め
を 範札

第格

所法法
方

定 場方
決

教所

道道場

海海の

北北
中石付

市庁交

幌育で

札

る実

得を

り）

有。

がう
。

る
す

。施

六
一

通 同及狩

貨 － 企び教

業所育

体在局北
総札内 費画道

消地企海

等務幌線 税
免課市

税中－

事央

でわか札
申３

者北

業区

消が

れの、ずに者

さ満
金数札見費共

た端入、
参も等企

額がに積税同
課体

当る加っの業

にあ
金きる契税の 該とすた
は金業合 額は者約事場

そ、額者で の、
の消のであ
あっ 分端費

です

。し 内関

号有 囲に
者 低条

下い 最る

以な

格違 務し 価に 財の の件

」札 もし 則入 を反 規た

入札 い財 て入 と、 った

区教る

央狩す

札は う務

総
西画

条企
３局
北育。

７

書西

出条

目課
丁務
７

す
出目

提丁

を

るて の
にの 金等か、 ５分 数税
額に免そ
税の 相を係
課相業成

切るに事構 当

則 ）、 。規

すり

効効 第 第有無

なと
。

第札各る

入す 条 条



６７

と札交交札

和る入落

入

ろ明付付の

札年こ説者

場方定

証海に書決

保北

法

の規る交方

金道よの

則。付所法

北 海

５
入保

下 札金 札

入開開入以証

保 札札札にを

証費 日場日加付
消 参納

等 時所時金よる
税 しす

道 公 報

３４

便海話札入

契郵北電入

教号行札

条番道番執

約
を育の

項号

場場 庁 示

及所

す－石－所

狩 場

第

２

平調納納札の平道

入次

行

机達にい成が

を入入参ず

場すに北指

要加れ年う

す期

者該道競

台るるも海名

物限所

号

１
札調

入

平に達

成付を
十すす
四るる
年事物
二

関

付第に

納 項品

の
。る海海の

免号す北北
札教所

、以事道道場

除
付幌育で

納下項

法務中石付

方財市庁交

は則区教る

等規央狩す

こ
政と３局

、」北育。

す。
と とと

」 う
い 平
送同同者
う 成郵ににる
。

よ。。、
） 年にじじは

額 １場の
当 月るそ

相 ３

含 はの
を 日合者

。 ）平積
む 木、見

び 教－ 所

育日
時北教 北局

海育 海企

石 札総札北 内庁 道画道
市道
狩 幌務幌海 線

教 市課

央育
育 中－中教
局 央

区庁
室 ３３狩 議 北北石 会 区

等必す示入

品に当告争
に

かの平北要る第札

ほ
仕成海なこ

道資と号関 点様

狩規る

等年石格。にす
定指

３
陽す名

月
入
説等物停

札日高るを

書）校のさ

明月学品止

月等

八の

日

数
び

及
称

名

金量

曜

北

日

第う西画

令い条企

道
海

。７総

）丁務

の
第目課 条
７

海第 北ら びか 及条
道

っ
） 午成も

ま 務
条 財

の 前
年た

時２契

月約分
金の 分
まに

日額５
る

必税す

に費当

で消相

条教

こ地以

のび額

着及

条

丁企 送 ７７局 郵 西西育

北務 る総 よ 目目画 に 丁

別、
庁は
道） 合
海課 場

て

及購れ

階番
６便
館郵

格い

求資な

要のい

び入

にす。

書有と

様をこ

仕

庁
育

教

。

。と

るこ

よる

で 規

谷
藤

長
局
育
教

狩
石

定
の 則

１

昭め
北

次 海

の平入 道

と成札調 教

に達

詳

お 育 細

り年付を 庁

一２すす

は

石

般月るる

、

狩

）費入

。消の

と方上

入

税札

所のの

者契ここ

イアイ

札

札あに入入

落で約名

とかす及の 在 者る関札

北
号

海
道－

す

開に入る捨税当

号ア

た業る

札掲札落額て事

額加金者金

の札 げ金を

入に算額で額

時決 る

８９

約札札

契要入入提提そ

希の 作加加出出 書参参

に

教
剛

の込望期場 成申

道規。

海のる

北項限
１

事物

よた

務にし

財定）

競８ 教

争日項品

札

育

入等

説

局

札の

明

告

名

書

示 に

以称 第

下及

よ

４

び

る

号 。

び執

い北

と
」
札量

入数

っ申事称地契行

なをる

者出をは、

たし務約は
調開

はる担北郵電、公

番番達す

、こ当海便話

る教号号手る

落とす道

決組育続。

札。

の 定織庁

止

後の石－－停

速名狩

等 － や称教

おに 札係し）あを

に定

か札

い当 及るたをる入

額っ免書

てた び消金も

て の税て税に

、っ こ費

２

者載

には 公等当落業記

金価です

規、 告の該札

定扱額格ある

定入 に取

る書 めいにとるこ

す札

るを。

資に る１すかと

を載 札未の問

格記 入円

、

否のは限所他

要書者
成海海

に平北北

出次
提

道道

よ
り

市庁

定２幌育

所年札教
中石

の月
入
参区教

札日央狩

定を

則り者

規
予者

和た札

昭め落
。

海格る

北価す

年定と
範
第の

則限
規制

道の

実庁

を育

）教

。道

う海
長
局

。育

る教

す狩

施石

か及育が

藤

有 にび局北

り
内 費在画道得

消所企海

等務幌。 線 税地総札る

の課市

課中－

税央

あ西

で条

者３

業北

事区

関の、ず

有さ に満でわ
札見

なた す端入、

しれ

者額 条がに積

い金 る数

にる加っ

のに 件あ参も
る契 た該 違とすた し当

札額 しは者約 入金 反き

入そ、額 、の た、は金

財札の消の

分 務

）３局

加水北育

は端費

を７総

書西画

込条企

申
と

こ
る

す
出目課

提丁務

。

低
下最

以で
。内
号囲

則を 規格 務価 財の

六」も

二

教
剛

谷

札 う入 いて とっ

規

業
事

税
免目

か丁

る７ の

第無金等 ５分 則、数税

効額に にの

相 とを係

すり課相

す切るに 条当

）
。

。
各る

効 第有
な
第札

入 条



１に

７
海 交交札のる

落北項限

平 道 者規。

成 財 付付の定）

十 務 決にし

四 規 場方定よた

年 則 方り者

二 所法法定を

北 海

５６

入保和る入
と札 入以証入

ろ明

下札 札金年こ説 札
保保 にを北
道よの

証 消 参納海に書

しす規る交

証金 費 加付
等 金よる則。付

の 税

道 公 報

４

札札札

執
札入入開開

入

時

所
場場日場日

の
行札

及所時所

第

２３
約便海話

入次契郵北電

成が条番道番

札の平道
行項号教号

にい
参ず
加れ年うを育
庁 すに北指示

るも海名す－石－
狩 者該道競場

号

用を入入

徒達
生調納納

物限所

る
す期場

机要

月 昭め落

八 和た札

日 予者 北北
道場価す

年 海海の定と
の。

海 札教所格る

北 道

道 幌育で

金

則 中石付限
規 市庁交制

曜

区教る範
第 央狩すの

日

納

。 ３局内
号 北育。囲

関

付 」 うこ第に

の と とと
う る。る

免 い す。号す

） は下項

、 。 者以事

除
付 相 、

納

者規
法 額 の務

方 当 そ財
、 む 見」

は 含 の則
等 を

日
び

政 。 積と

平 時北教

成郵にに 育 海

送同同 庁 道

よ。。

石 札北年にじじ

場

教 市道月る

狩 幌海３
は

局 央育日合

育 中教１

会 区庁
室 ３狩）平 議 北石金、

教－ に当告争所

必す示入育

要る第札北局

に海企 なこ

す札総内 資と号関道画

規る幌務線 格。に
定指市課

す名中－

るを央

のさ３

品止北

物停区

品

道 ほ仕成海

の平北

等 台
様
等年札 か

３幌
成

月啓 点
入
説等

札日高

以 条企で

書）校

明金学

７総低
下 西画最
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）
。札

。
第 の っう

令 ） もい

有

た
契）
の の
約第 条 分
金

７ ５
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海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

午成

地ま 務 以
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郵 西育後
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で 合
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北務日 る

着 郵
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購れ条

階こ 番
６の 便
館

目

資な丁
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準
標
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と
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１
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北
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に道作 お 育
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一２る見械 空

般月物沢器 知

定 入
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費
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イ

と 号
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海）

道－

約名

る捨税当者契

イア

る札あに

額て事す落で

加金者金者る関

をた業

算額で額とかす

札落

開に入

提提そ号ア
額 のの札 げ金 出出札掲

入

８９

入に 期場時決 る

加

書参参

約札札

契要入

農具

の込望

成申希

作加

競８品 教

争日等業 育

入の高 局

札名等 告

に称学ル 示
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りび学タ ４
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３

をに

者換か

札量転ほ

説

び執札

定北る品

決係
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約は明
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道
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育
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－－停知 止
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申事称
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か札たし務
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北
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金も
て税にはる担
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が

戸
長

育 有 北

局 り
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満
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件
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落
札

落

理金札
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平平氏

学・決の

化物を
磁し成成成名

機陶定平

及

器
・器た

計類日年年年び

第

化化化化

農工理理理理
機機

業機学学学学

林作
機器器器器器

用械機機

計計計計

械具・・・・

器

号

理農農

平化林林

成学業業
十機用用
四器機機
年・械械
二

幌限幌

北札有札

計器器

石

オ白社白

道市会市

海
本テ平

オ区キ区

リ石ソ
ク通

株通ッ和

ン
式
会丁

３北

北目

社目丁

式幌ク別

株岩株札ホ江
ヤ工

会沢会市ト市

式見
日４北別ン栄

社市社厚

浦条海区マ町

金西ケ厚ー

カ南式６

物８ミ別株番

目

２丁社

目ル４会号

丁

月所

測１１１住

地２

番

機冷月月

器凍
ほ

資庫
び蔵

及冷日日日

総
か

材
合

レ測測測測
測

象目
気品

器器器器

ー機機機機

具

びび

ンー及及及及

サザ
ル工資資資資
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処ほ
前機材材材材

理か測ケ卓

用量ル上

ダ糖 粉

ー度自

ル計己

砕品
器目

月測具具

八機

日

ン

び工タ

及工蔵

器施貯

材用ク

資事

金
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曜ク
メタ

日

－

番５

タ一目

ーー品

号

番
号

定
目
品
５

か
ほ
式
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置
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点
５

プ か

置
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目シ自目か

品ー白品ほ
９
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式装目

点一留点品

式
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ー
ほ

点
目１
品
５目
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か１点

検又代製う 成
平

点
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定は造事
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条務た
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北

遊のの 海

技遊で
の

道

機技、
適

公

の機同
正

安

認の規
化

委

定型則
等

員
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に

会

６７
平契 一平

成約名所
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般成

競
入北北す

争年年関称地

目 目

札海海る

３
５
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約般
契一
の競
相争
手入
方札
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所名行地
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県

知式表知

愛株代愛

名
大役春

名社締西

県会取
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市商市井

屋一日

古

びに９
関

村西

中会

告

型関条
す

示

式す第
る

第

のる１
法

９ 道

検技項
律

号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
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委

第 規適公
律 るにり

員則合示

教務海見

の道道事北岩
教市

告育育を道沢

公教

庁条

空空当育８

庁庁担
知５

教教る空西

知知す
育目

局局織教丁

育育組
第称企

示示名局

告告の

６８及画

第

し
定
決

円円円円円円を
続
手

た

鴨茂町 海区春 北

円円円

委一沖 安町字 公付大 道

西 会目字 員丁村

潮番
１ 長地川 員番ノ 委

地

しす 会

和い。 ）

昭てる 号

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の

務

号号び総

則等い

規業

地
在課

所
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四
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を
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６業っ

第び行

）及



概要検検検検又平

定定は成 製型申名 定

十
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検検又代製う型式の
３

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

道 公 報

事
う型式の概要検検

２
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

第

は造

要検検検検又代製

の 製型申名又 定表 定定

検 年有 造式請称は 者 定

のび査 番効 業の 試者及

月 験

号

技技
遊遊型

型式の概

１

番氏住 期 者

のの式 機機

月 名号日号間名所八
日 平第公東株 サ

示京式 成 ミ

の都会 ー

日江社 年 株

東エ 式２金

８成有コ

会月号平区レ

社曜 明 日

年三日

を在種区 期氏

月目
２丁

名所名行地類分名

氏住

公東サ代埼埼回遊ア

間

ジ

示京ミ表玉玉胴技ラ
のン

の都ー取県県式機

日豊株締川狭遊

島式役越山技認

南大及

平区会市市機定

池見台字び

成東社里

２二丁新式

年袋一中型

種区番 者

月丁治目田の

第

地類分名名号日号

在

平 回遊ワ有

成 胴技イ限

式機ル会

年 遊のド社

技認パリ２

及チク８

機定ンッ月号

氏

のレ

式ポ

型ー

びコ日

名所名行

番氏住を 期 者

公東有代兵

名号日号間

平第 株

示京限表庫 成 式

の都会取県 会

日新社締伊 年 社

宿リ役丹 大２

ク田北

一月号平区ッ市

宿コ中伊

商８成新

会日

丁

２丁ポ理２

年一ー丹

類分名

種区

月目レ介

ぱ遊
認チ

このッ

ん機プ

ち技
式
型

び
機及ン

技定モ

遊

）地
日番

８１

の

か

字検

間
年
３

ら

８目

番芝定 日

等 ）番地

に

３す 地 ら号関 番 か２８

第
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６
第
則
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年る １ す
関

にン

等ョ

定シ

検ー ー目
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則
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る
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検
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技技式定の 遊遊型製型

事
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号
１

年有 造

機機試

は所 者

又業 表造

種区番 者月 のの験 式業

平

類分名名号日

京 ぱ遊

成 楽 ち技
ん機グ産

年 このラ業

技定ィ式月

遊認デ株２

タ
びー社日

機及エ会８

所 番効の 試者及検の

型

住を在 期氏 月 験のび査

日号間名所名行地

番氏

平第公愛京代愛

号

示知楽表知 成

の県産取県

日名業締名 年

古株役古 ２

市会榎市

月号平屋式屋

中社本天

８成

日

の 者及検の機機

年川白
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氏住を在種区
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名所名行地

楽

愛京代愛ぱ遊
ん機グ産
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３
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６
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条
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１
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条
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１
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